





























































































































































































（C. sieboldii var. sieboldii）
 オキナワジイ
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日本におけるブナ科のすみ分け
注
１．北海道におけるブナの分布については、後氷
期の分布拡大が現在もつづいているという考
えと、気候的にブナの生育が抑えられている
などの諸説がある（紀藤 2008）。
２．琉球列島は南北の緯度にともなう気温の変化
とともに島の海岸部と内陸部にかけて亜熱帯
から温暖帯へ移行すると考えられる。
３．日本列島の背腹性を反映して、太平洋側では
所によってはモミ・ツガを交えるブナを欠く
落葉樹林を形成する。
４．金華山島におけるブナの分布宮城県沖の金華
山島では、かつてシカによる食害が激しくな
る前には、モミ林の下部にブナ林が形成され
ていた（吉井・吉岡 1949）。
５．カシワの生育地は多様で海岸部以外に、東北
地方や霧ヶ峰湿原で湿地林を形成し、北海道
の十勝地方で内陸の樹林を形成する他、純林
は形成しないものの分布域は広く、鳥取県の
内陸部における人間による火入れ跡地などに
も多く見られる。
６．オキナワジイは台風等の塩分を含んだ海風に
対する適応として葉の表皮組織の二層性を獲
得した可能性がある。スダジイは九州あるい
はその周辺の島でオキナワジイから分化し、
日本海沿岸部を通って太平洋側に分布域を広
げ、伊豆諸島に達したものと推測しうる。
７．村井（1963）はミヤマハンノキ、ヤシャブ
シ、ヒメヤシャブシ、およびオオバヤシャブ
シをハンノキ属から独立させてヤシャブシ属
（Alnaster）としている。
８．ピケット（Pickett et al.1987）は、クレメン
ツの遷移理論の中のいくつかのテーマは有効
性があると指摘している。
９．Grime（1979）はストレスと撹乱がともに働
くところでは植物は生存できないとしている。
しかし、塩生植物である一年生草本のホソバ
ノハマアカザは、塩分ストレスと風による撹
乱を受ける塩湿地に生存する（広木2013c）。

